
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
高
い
洋
上
風
力

東京電力のメガソーラー「浮島太
陽光発電所」（川崎市川崎区）

丸紅が権益を取得した英国ガン
フリート・サンズ洋上風力発電

小
水
力
安
定
電
源
に

デンヨーは河川向けマイ
クロ水力発電装置を発売

関
連
産
業
へ
も
波
及

　再生可能エネルギーの固定価格買取制度スタートを機に、多くの企業が太
陽光や風力、小水力、地熱、バイオマスなどの発電事業に続々と参入。関連
産業も活気づいてきた。さらには国のエネルギー基本計画の見直しにより、
原子力への依存度が減る一方、再生可能エネルギーにかかる比重はますます
大きくなる。導入期から普及拡大期へのステージに進み、中長期的に巨大な
ビジネスとなるのは間違いない。

規
制
緩
和
進
む
地
熱

が
れ
き
か
ら
木
質
チ
ッ
プ

導入期から普及拡大期のステージへ再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月２９日 金曜日 　　

　
市
場
が
最
も
拡
大
し
そ
う

な
の
が
太
陽
光
。
シ
ャ
ー
プ

や
東
芝
、
京
セ
ラ
な
ど
の
電

機
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

ホ
ン
ダ
、
ロ
ー
ソ
ン
、
近
畿

日
本
鉄
道
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
態
の
企
業
が
参
画
を
表

明
し
て
い
る
。
電
力
会
社
も

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
開
設
。
５

月
に
東
北
電
力
が
仙
台
火
力

発
電
所
内

宮
城
県
七
ケ
浜

町

に
２
０
０
０

の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
稼
働
し
た
こ

と
で
、

電
力
会
社
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
は
全

カ
所
、
総

出
力
６
万
８
０
０
０

と

な
っ
た
。

　
風
力
発
電
の
最
大
手
、
ユ

ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

東
京
都
港
区

も
国
内
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
に
本
格
参
入
。
北
海
道
白

糠
町
で
最
大
３
万

、
兵

庫
県
淡
路
市
で
は
３
万
―
４

万

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

建
設
す
る
。
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
は
場
所
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ

に
建
設
で
き
、
好
立
地
の
奪

い
合
い
に
な
っ
て
い
る
」

ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー

と

言
う
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
は

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
そ
う

だ
。

　
事
業
者
が
家
庭
や
店
舗
、

工
場
な
ど
に
太
陽
電
池
を
置

い
て
発
電
し
て
も
ら
う
「
屋

根
貸
し
」
事
業
も
有
望
だ
。

既
に
神
奈
川
県
が
県
立
の
学

校
や
福
祉
施
設
な
ど
県
有
施

設
で
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
販
売

す
る
小
売
業
者
や
住
宅
会

社
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど

も
事
業
化
を
狙
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
風
力
で
は
中
長
期

的
に
洋
上
式
が
有
望
視
さ
れ

て
い
る
。
陸
上
は
立
地
の
制

約
が
多
く
、
環
境
影
響
評
価

に
数
年
単
位
の
時
間
が
か
か

る
の
に
対
し
、
洋
上
で
は
そ

う
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
少
な

い
た
め
だ
。
四
方
を
海
に
囲

ま
れ
て
い
る
だ
け
に
、
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
る
。
日
本

風
力
発
電
協
会
の
報
告
に
よ

る
と
、
洋
上
の
導
入
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル

諸
島
を
含
む

は

各
電
力
会
社
の
設
備
容
量
を

上
限
と
し
た
場
合
で
１
億
１

６
１
２
万

。
同
条
件
で

陸
上
は
５
９
０
５
万

。

洋
上
は
陸
上
の
約
２
倍
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
。

　
す
で
に
丸
紅
は
昨
年
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
が
英
国
に
持
つ
洋
上
風
力

発
電
所
、
ガ
ン
フ
リ
ー
ト
・

サ
ン
ズ
発
電
所
に
出
資
、
事

業
参
画
し
た
。
先
行
す
る
欧

州
の
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
な
が
ら
、
日
本
で
の
本
格

展
開
を
見
据
え
て
い
る
。
そ

の
視
線
の
先
に
は
、
福
島
県

沖
で
行
わ
れ
て
い
る
実
証
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
、
商

社
が
総
力
を
結
集
。
現
在
、

実
行
中
の
第
１
期
で
は
２
０

０
０

の
発
電
設
備
を
設

置
し
た
。
２
０
１
３
―

年

度
の
第
２
期
で
は
７
０
０
０

の
設
備
を
追
加
設
置

し
、
事
業
化
の
可
能
性
を
探

る
計
画
だ
。

　
発
電
量
自
体
は
小
さ
い
も

の
の
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
と
い
う
点
で
注
目
さ

れ
る
の
が
小
水
力
発
電
。
丸

紅
は
今
年
４
月
、
山
梨
県
北

杜
市
で
小
水
力
発
電
所
の
運

用
を
始
め
た
。
一
つ
の
農
業

用
水
路
に
三
つ
の
発
電
所
を

設
置
。
こ
れ
に
よ
り
、
建
設

期
間
の
短
縮
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
の
効
率
性
な
ど
事
業
性

を
高
め
た
の
が
特
徴
だ
。

　
発
電
量
が
気
象
条
件
に
左

右
さ
れ
る
太
陽
光
や
風
力
な

ど
と
異
な
り
、
安
定
電
源
に

な
る
の
が
利
点
。
丸
紅
は
子

会
社
の
三
峰
川
電
力

東
京

都
千
代
田
区

を
通
じ
、
小

水
力
発
電
所
を
６
カ
所
保

有
。
こ
れ
を

年
ま
で
に

カ
所
ま
で
増
や
す
計
画
だ
。

発
電
所
の
開
発
に
は
自
治
体

の
協
力
が
不
可
欠
。
固
定
価

格
買
取
制
度
を
追
い
風
に
自

治
体
と
の
連
携
を
深
め
、
事

業
性
の
あ
る
小
水
力
の
普
及

拡
大
に
力
を
注
ぐ
。

　
発
電
装
置
の
市
場
で
も
、

全
量
買
い
取
り
制
度
が
新
規

参
入
に
よ
る
技
術
進
歩
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ン

発
電
機
で
国
内
最
大
手
の
デ

ン
ヨ
ー
は
、

―

の
水

の
落
差
を
活
用
し
、
５

の
電
力
を
発
電
す
る
河
川
向

け
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
装
置

を
開
発
。
同
装
置
の
市
場
に

参
入
す
る
。

　
７
月
１
日
に
受
注
を
始
め

る
新
製
品
「
Ｍ
Ｈ
Ｇ
―
５
」

は
永
久
磁
石
式
発
電
機
を
採

用
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間

を
大
幅
に
減
ら
し
た
ほ
か
、

イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
り

水
量
や
流
速
が
変
化
し
て

も
、
出
力
電
圧
を
一
定
に
保

て
る
機
能
も
搭
載
。
エ
ン
ジ

ン
発
電
機
で
培
っ
た
技
術
力

を
盛
り
込
み
、
従
来
製
品
と

の
差
別
化
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
シ
ー
ベ
ル
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

東
京
都
千

代
田
区

は
、
水
の
落
差
３

以
下
で
発
電
で
き
る
水
力

発
電
装
置
「
ス
ト
リ
ー
ム
」

を
展
開
中
。
主
に
農
業
用
水

路
に
設
置
し
、

前
後

の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
売

り
込
む
。
農
林
水
産
省
の
食

料
生
産
地
域
再
生
事
業
に
採

択
さ
れ
た
取
り
組
み
で
は
、

岩
手
県
の
漁
村
地
域
で
小
水

力
発
電
を
利
用
し
た
自
立
分

散
型
電
源
シ
ス
テ
ム
の
実
用

化
を
目
指
す
。
一
方
、
イ
ン

ド
で
は
無
電
化
地
域
の
早
期

開
発
な
ど
を
目
的
に
、
経
済

産
業
省
の
委
託
事
業
と
し
て

事
業
化
調
査
や
政
策
提
言
に

取
り
組
む
。

　
地
熱
発
電
は
設
備
稼
働
率

が

％
と
高
く
、
水
力
と
同

様
に
出
力
が
安
定
的
に
確
保

で
き
る
電
源
だ
。
国
立
・
国

定
公
園
内
で
地
熱
発
電
所
の

建
設
時
に
コ
ス
ト
の
安
い
垂

直
掘
り
を
条
件
付
き
で
認
め

る
規
制
緩
和
が
３
月
に
決
ま

る
な
ど
事
業
環
境
も
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
東
北
や
北
海

道
を
中
心
に
事
業
化
へ
の
動

き
が
加
速
し
て
い
る
。

　
王
子
製
紙
は
北
海
道
美
瑛

町
の
社
有
林
で
大
林
組
と
共

同
で
地
熱
発
電
調
査
を
ス
タ

ー
ト
す
る
。
国
の
調
査
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
高
い
地
熱

貯
蔵
層
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
て
お
り
、
今
回
の
共
同
調

査
の
結
果
次
第
で
地
熱
発
電

事
業
へ
の
参
入
を
決
め
る
。

　
火
山
国
の
日
本
は
地
熱
発

電
事
業
へ
の
潜
在
的
な
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
地
熱
発
電

プ
ラ
ン
ト
は
三
菱
重
工
業
と

富
士
電
機
、
東
芝
な
ど
の
日

本
企
業
が
世
界
シ
ェ
ア
の
大

半
を
持
つ
。

　
国
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

展
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
の
技
術
開
発
や
輸
出

拡
大
へ
と
続
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
分
野
で

は
、
間
伐
材
を
利
用
し
て
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
を
つ
く
り
、

電
気
と
熱
を
生
み
出
す
バ
イ

オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
シ
ス
テ

ム
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
中

外
炉
工
業
は
「
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
で
使
え
る
も
の
は
発
電

に
使
お
う
」
と
の
考
え
か

ら
、
９
月
に
も
震
災
が
れ
き

か
ら
分
別
し
た
木
質
チ
ッ
プ

を
燃
料
に
し
た
発
電
シ
ス
テ

ム
を
宮
城
県
南
三
陸
町
で
稼

働
さ
せ
る
。
１
日

の
木

チ
ッ
プ
を
投
入
し
、
３
３
０

を
発
電
す
る
計
画
だ
。

　
同
社
は
山
口
県
岩
国
市
で

バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
シ

ス
テ
ム
の
納
入
実
績
を
持

つ
。
地
元
の
間
伐
材
を
乾
燥

し
、
ガ
ス
化
炉
で
燃
や
し
て

ガ
ス
化
。
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
と

温
水
ボ
イ
ラ
で
電
気
と
温
水

を
つ
く
り
出
す
。
現
在
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院

な
ど
に
電
力
と
温
水
を
供
給

し
て
い
る
。

　
固
定
価
格
買
取
制
度
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
、
同
社
で
は

「
未
利
用
間
伐
材
発
電
の
買

い
取
り
価
格
は
１

時
当

た
り

円
。
こ
れ
は
追
い

風
」

西
山
明
雄
開
発
セ
ン

タ
ー
営
業
技
術
課
長

と
歓

迎
。
同
シ
ス
テ
ム
の
拡
販
を

進
め
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循

環
に
貢
献
す
る
構
え
だ
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
活
発
に
な
る
に
従

い
、
周
辺
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
波

及
も
進
む
。
配
線
、
架
台
、

設
置
業
務
、
蓄
電
池
な
ど
幅

広
く
見
込
ま
れ
、
産
業
創
出

へ
の
期
待
も
大
き
い
。

　
太
陽
電
池
な
ど
で
作
っ
た

直
流
電
流
を
交
流
電
流
に
変

換
す
る
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ー
は
、
シ
ス
テ
ム
を
構

成
す
る
主
要
機
器
と
し
て
需

要
拡
大
が
続
く
。
主
に
産
業

向
け
の
パ
ワ
コ
ン
を
手
が
け

る
安
川
電
機
は
、
今
春
か
ら

家
庭
向
け
の
小
容
量
タ
イ
プ

を
投
入
。
変
換
で
き
る
電
力

の
最
大
値
最
大
定
格
出
力

は
、
４
５

と
５
８

の
２
機
種
。
変
換
効
率
は

業
界
最
高
水
準
の

％
を
確

保
。
屋
内
設
置
タ
イ
プ
で
騒

音
を

以
下
に
抑
え
た
。

同
社
で
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
向

け
な
ど
も
含
め
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
拡
充
さ
せ
、
全
量
買
取

制
度
の
開
始
に
備
え
る
。

　
田
淵
電
機
は
今
年
度
、
太

陽
光
や
風
力
発
電
の
シ
ス
テ

ム
構
築

Ｓ
Ｉ

事
業
を
開

始
す
る
。
大
手
太
陽
電
池
メ

ー
カ
ー
向
け
パ
ワ
コ
ン
の
Ｏ

Ｅ
Ｍ

相
手
先
ブ
ラ
ン
ド

供
給
で
高
シ
ェ
ア
を
持
つ
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
、
架
台

や
蓄
電
池
を
調
達
し
て
シ
ス

テ
ム
化
す
る
ほ
か
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
開
発
も
進
め
る
。
Ｓ
Ｉ

全
般
を
網
羅
す
る
体
制
を
整

え
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

へ
の
参

画
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
最
近
で
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支

援
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
し

て
事
業
化
の
可
能
性
調
査
を

行
う
企
業
や
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
専
門
に
行
う
企
業
な
ど
も

続
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自

然
環
境
や
地
域
特
性
な
ど
を

考
慮
し
た
上
で
導
入
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。
ま
た
、
風
力
発
電
シ
ス

テ
ム
へ
の
負
荷
や
回
転
数
を

遠
隔
操
作
し
な
が
ら
低
コ
ス

ト
に
常
時
監
視
を
行
う
な

ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
拡

充
へ
の
ニ
ー
ズ
も
強
ま
っ
て

い
る
。


